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平成16年度 関西大学博物館実習
昨今の経済状況、自治体の財政状況から、公立館の運営についても広く見直しがされるようで
ある。企業や個人設立の施設では閉館に追い込まれた場合も聞こえる。博物館学芸員の資格を生
かせる余地は狭められているようだ。一方、博物館学課程で学芸員資格の取得を目指す履修生は、
学部生や大学院生、科目等履修生など、年齢構成や背景も多様であるが、資格に対する明確な動
機が感じられ、履修学生全体に好ましい影響を与えている。博物館関係での進路が広がっていく
なら望外である。
しばらく続く不況下において、経済的活動の低下と社会一般にまで広がる心理的不安感、閉塞
感は、大学における教育・研究活動に大きな影響を与えつつある。近年の資格取得ブームは、そ
の一端であろう。博物館学芸員取得希望の学生も、年度によって激しく増減する傾向が続いてい
るのは、必ずしも学問・研究の追求のためではなく、現況の社会情勢において「よりよい就職」
を留保しようとする意図も含まれた現象であるとも考えられよう。この中で、資格に対しての錯
誤が生まれないようにしなければならない。
平成16年度の関西大学博物館実習は、第 1部、第 2部への割り振りがうまくいったため、全員
の受講を認めた。受講生数は表の通りである。
平成16年度の博物館実習のカリキュラムはおおむね昨年度と同様であるが、後掲の「平成16年
度関西大学博物館実習日程」にあるように実施した。関西大学では金曜日の 4 時限~5 時限、土
曜の 4 時限~5 時限、通年・学内での博物館実習を行っている。前期には、「資料の基礎的な取
り扱い」から「資料の梱包」、「資料の調書の取り方」へと段階的に実習し、あわせて月に 1度程
度日曜日を利用した近畿圏の博物館・美術館施設の見学実習を行ない、博物館における学芸業務
全般についての基礎的な知識の習得を行うようにしている。後期には、実習生による展示会「関
西大学博物館実習展示会」の開催へ向けての具体的な作業について実習する。 11月中旬には関西
大学博物館の展示室を使って、「博物館実習展示会」を開催する。この「博物館実習展示会」は、
習得した学芸業務についての知識と経験、受講生の専門分野や興味を基に、自発的にグループを
結成して準備、実施する展示会で、博物館実習の集大成としての行事である。年末には、博物館
関連科学についての実習、実習の反省会を開催して、平成16年度の博物館実習のカリキュラムを
終了した。
平成16年度の博物館実習担当者は、博物館・美術館や研究機関、行政機関に所属される学芸員、
専門担当者に委嘱し、本学教員とともにあたった。以下に担当者を紹介しておく。
高橋隆博文学部教授、森隆男 文学部教授、米田文孝文学部教授、黒田一充文学部助教
授、原田正俊 文学部助教授、網干善教 関西大学名誉教授、宮武頼夫前大阪市立自然史博物
館館長、勝部明生龍谷大学教授、 佃一輝佃一茶庵、明尾圭造芦屋市立美術博物館、
伊藤健司 元興寺文化財研究所、西川卓志西宮市立郷土資料館、 井渓 明堺市教育委員会、
一瀬和夫大阪府教育委員会、文珠省三 大阪歴史博物館、小島卓五條市立博物館、 山内紀
嗣 天理大学天理参考館、山口卓也 関西大学博物館
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平成16年度博物館実習受講者数
全
?
全
平成16年4月12日現在
体
学部 学科 3年次 4年次 合計
英語英文 1 1 
文 国語国文 13 3 16 
哲 6 4 10 
フランス語フランス文 1 1 
邑子 ドイツ語ドイツ文 ゜史学地理 40 6 46 
中国語中国文 ゜部 教 育 ゜1j, 計 59 15 74 
法 邑子 ゜経 済 子呂 3 1 4 
商 子邑 ゜社 会 子,_,., 1 1 2 
工 子邑 ゜第 2 部 5 4 ， 
/」¥ 計 ， 6 15 
合 計 89 
大 子邑 院 10 
科目等履修生 3 
学芸員コース
総 合 計 102 
＼ 3年次 4年次第 2部大学院科目等 コース 合計
第1器履修 42 2 1 2 1 ゜48 第2器履修 21 15 8 8 2 ゜54 合計 63 17 ， 10 3 ゜102 
第 1 部履修
~ 3年次 4年次第2部大学院科目等 コース 合計
A 24 24 
B 18 2 1 2 1 24 
合計 42 2 1 2 1 ゜48 
第 2 部履修
い3年次 4年次第2部大学院科目等 コース 合計
A 21 4 2 27 
8 15 4 8 27 
合計 21 15 8 8 2 ゜54 
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平成16年度 関西大学「博物館実習」日程
第 1 部（金曜）
日 A B 
9/金
担当者全員 I クラス編成、実習簿・日程表配布等
第1学舎1号館A104教室
16/金
高橋（隆） I 文化財保護法の解説
第1学舎1号館A104教室
23/金
勝部 I 考古資料の取り扱いの基礎と方法
第1学舎1号館A104教室
430月/金
明尾 I 美術工芸資料の取り扱いの基礎と方法
第1学舎 1号館A104教室
黒田 I 民俗資料の取り扱いの基礎と方法
贔第 1学舎1号館A104教室
7/金
原田 I 文書資料の取り扱いの基礎と方法
贔第 1学舎1号館A104教室
9/日
森・（文珠）・栗生！ 博 物
大阪城天守閣・大阪歴史博物館
14/金
森 I歴扱い史資料の取り 勝部 I扱考古い資料の取り
博物館実習室 博物館展示室
21/金
勝部 I扱考古い資料の取り 明尾 I扱美術い資料の取り
博物館展示室 博物館実習室
28/金
明尾 I扱美術資料の取り 森 I扱歴史資料の取り
博物館実習室
vヽ
博物館展示室
い
11/金
森 I歴と借史用資の料仕の方梱包 西川 I 考と借古用資の料仕の方梱包
博物館実習室 博物館展示室
18/金
西川 I 考と借古用資の料仕の方梱包 明尾 I 美と借術用資の料仕の方梱包
博物館展示室 博物館実習室
（更2日0程あ/のり日） 変
明尾・（井湊）・山口 I 博 物 館 等
25/金
明尾 I美と借術用資料の仕の方梱包 博物館展森示室 1 歴と借史用資の料仕の方梱包
博物館実習室
日
10/土
17/土
24/土
1/土
8/土
館
15/土
22/土
29/土
12/土
19/土
施
26/土
授業時間 第1部金曜日 4・5時限 (14 : 40-17 : 50) 
第 2 
A 
担当者全員 I 
第2学舎3号館D104教室
高橋（隆） I 
第2学舎3号館D104教室
黒田 I 
贔第2学舎3号館D104教室
原田 I 
贔第2学舎3号館D104教室
井漢 I 
第2学舎3号館D104教室
文珠 I 
博物館実習室
等 施 吾n几又
第2部土曜日 4・5時限 (14: 40-17: 50) 
2004/04/23 
部（土曜）
B 
クラス編成、実習簿・日程表配布等
文化財保護法の解説
民俗資料の取り扱いの基礎と方法
文書資料の取り扱いの基礎と方法
美術工芸資料の取り扱いの基礎と方法
考古資料の取り扱いの基礎と方法
見 学
山口 I扱考古資料の取り 小島 I歴扱い史資料の取り
博物館実習室 い 博物館展示室
井漢 I扱美術資料の取り 文珠 I扱考古い資料の取り
博物館実習室 い 博物館展示室
山口 I 考と借古用資の料仕の方梱包 井渓 i扱美術い資料の取り
博物館展示室 博物館実習室
小島 I歴扱史資料の取り 井漢 I 美と術借用資の料仕の方梱包
博物館展示室 い 博物館実習室
小島 I 歴と借史用資の料仕の方梱剋 文珠 I 考と借古用資料の仕の方梱包
博物館展示室 博物館実習室
設 見 学 （希望者のみ）
井渓 I美と借術用資の料仕の方梱包 小 島 1 歴と借史用資の料仕の方梱包
博物館実習室 博物館展示室
第 1 部（金曜） 第 2 部（土曜）
日 A I B 日 A I B 
2/金
伊藤 金属•木器資科の保存処理
3/土
伊藤 I 金属•木器資料の保存処理
第1学舎1号館A104教室 第2学舎3号館D104教室
限4 山内 展覧会の企画・ポスター作成・ 図録編集・出版 限4 山 内 I 展覧会の企画・ポスター作成・図録編集・ 出版
9/金
第1学舎1号館A104教室
10/土
第2学舎3号館D104教室
7 
限5 米田 夏季休暇中の日程表配布及び実習展の説明・班編成 限5 米 田 i夏季休暇中の日程表配布及び実習展の説明・班編成
第1学舎1号館A104教室 第2学舎3号館D104教室
、3 森•山口 I 博 物 館 等 施 至成几 見 学 （希望者のみ）
30/金
元興寺文化財研究所・京都科学
28/土 ヽヽ 高橋•森・米田• 原田• 宮武 I な ん で も 相 談 ム云 （希望者のみ）
8 
博物館実習室29/日 .. 
2/木 ;: .、 '2IL . 森• 黒田・山口• 栗生 I 博 物 館 等 施 吾wt几 見 学 （近 郊 連続 2 日）
3/金
'.''.'. 食＇
見学場所は I部7/9、I部7/10に発表
2ー4-
!)/,t: 高橋•森• 米田・山ロ・栗生 I博物館等施設見学（東京方面 2 泊 3 日、 ， 月船 2 週）
!J ～ 
-・1・ 1・/- 1: 見学場所は I部7/9、I部7/
10に発表
.~ 一'"··--'"•
24/金
• 瀬 ワーク シ ヨ ツ プ 一瀬 I ワー ク シ ヨ ツ プ
――一—---··---―-- 25/土
~I 学令 l り·fil'! Al!M教 !,j~ 第2学舎3号館D104教室
--・ . --
I I 1/金 11 お 茶 と 文 化 2/土 佃
お 茶 と 文 化
筍l学令 lり館 J¥101教室 第2学舎3号館D104教室
-・ 今ー ．．』｀ l資料取り扱い l資料取り扱い
8/金
佃 鑑賞（茶室）
9/土
佃 鑑賞（茶室）
誠之館3号館和室（茶室） 誠之館3号館和室（茶室）
15/金
宮武 自然科学資料の整理・保存
16/土
宮武 I 自然科学資料の整理・保存
第1学舎1号館A104教室 第2学舎3号館D104教室
10 
17/日
米田・山口• 宮武 博 物 館 等 施 吾wt几 見 学 （大阪府下 自然系博物館）
大阪市立自然史博物館•他
22/金
原田• 森 実習展実施計画及び諸作業
23/土
黒田• 森 i実習展実施計画及び諸作業
博物館第2展示室 博物館第2展示室
29/金
明尾•森 展示指導及び実習展準備作業（学生による自主作業）
30/土
井漢•米 田 l展示指導及び実習展準備作業（学生による自主作業）
博物館第2展示室 博物館第2展示室
12/金
西川・黒田 展示指導及び実習展準備作業（学生による自主作業）
13/土
文珠・米 田 I展示指導及び実習展準備作業（学生による自主作業）
博物館第2展示室 博物館第2展示室
11 
15/月 担当者全員（講評） 実 習 展 (15-19日） 講 評 (19日） 撤 去 (19-20日）
~～~ 
20/土
2ー5-
第 1 部（金曜） 第 2 部（土曜）
日 A I B 日 A I B 
山内 資料研究と発表（考古） 山内 I 資料研究と発表（考古）
26/金
贔第 1学舎1号館A104教室
27/土
贔第2学舎3号館Dl04教室
11 
森 資料研究と発表（民俗） 黒田 I 資料研究と発表（民俗）
贔第 1学舎1号館A104教室 贔第2学舎3号館Dl04教室
3/金
オ＊木 博処理物館と情報 I 黒 田 I インタープリ
4/土
井渓 I博処理物館と情報 I 山 口 Iインタープリ
博物館実習室 I第1学舎1号館A104教室 テーション 博物館実習室 I第2学舎3号館Dl04教室 テーション
5/日
黒田・一瀬・山口 博 物 館 等 施 吾JtJt几 見 学
近つ飛鳥博物館・風土記の丘
12 
黒田 インタープリ i 森 i博処理物館と情報 山口 Iィンタープリ i 井湊 i博処理物館と情報10/金
第1学舎1号館A104教室テーション I博物館実習室 11/土 第2学舎3号館D104教室テーション I博物館実習室
17/金
担当者全員 1年間の反省・学芸員の課題
18/土
担当者全員 I 1年間の反省・学芸員の課題
第1学舎 1号館Al04教室 第2学舎3号館D104教室
博物館実習簿及びレポー 卜 の提出 提出期間 1/8-1/15 
1 15締/切土 1部・ 2部全員 〔提出場所〕 〔レポート論題〕 「博物館実習1ヶ年の総括」 提出時間 10 : 00-16 : 00 
博物館事務室 A4版横書き 4000字 （原稿用紙・ワープロ作成いずれも可） (12 : 30-13 : 30はj徐く）
~ ヘ ， 
受取時間 10 : 00-16 : 00 
2 14/月～ 1部・ 2部全員 〔受取場所〕 博物館実習簿及びレポー トの返却
博物館事務室 (12 : 30-13 : 30は除く）
〔実習上の諸注意〕
(1) 実習に関する全ての連絡は、インフォメーションシステムの「お知らせ」にて行うので、実習のある日の前日には、必ずインフォメーションシステムをチェックすること。
また、休日に実施する実習・見学等の詳細については、その都度授業中に指示をすることもあるので注意すること。
〔インフォメーションシステムはインターネットでも閲覧できます。URLは、http://jmpsl.jm.kansai-u.ac.jp/index.html です。関大のホームページからもリンクしています。〕
(2) 見学は時間的に制約される場合が多いので、時間厳守で集合のこと。
(3) 館内においては、館則を守り、学生としての品位と自覚が必要。また、万年筆・ボールペン等は使用しないこと。鉛筆のみ可能。
(4) 実習簿は所定の日に必ず提出すること。その際、配付した資料・見学実習等で集めた資料等も実習簿にファイルしておくこと。
実習簿は採点の参考資料とした後、各自へ返却するので必ず受け取りに来ること。
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日時 2004年11月15日 (Jj) ,._, 19日 （金）
場所関西大学博物館第2展示室（簡文館内）
渭の醸～よみがえる訊⑪釦
10時"-'16時
人は美U,汝姓に憧nる凡茎庭U渇麦いをしようとする凡士キレイになろうとする凡ま内眠環こうとする
主として20四i日本人fc1!献訳四靭渓に薗11e,諏怯主痒乃甦迫らの手でつくろうとし厄そうすることでヨら慟加近ゴこう
としたの尼西却衷で誌；岩芥羞婦枯苗醐こl其屯四蛍功結まっ"D,¥Q,
譴鵬泥繹朗曾しを罪厨ることl試り、町誌は何を惑じるだろうか。圃叩〕聡影環て啄蓑肥るだろうか。
言えることI~主—つ。美辺淀瑯謬わり力唸く、園ね泌塁にMだ追け認志灰~
枕の歴史
睡甘い誘惑こ負lプて手を硝ますと、そこに野却ねfq]O沼悪も瓦収しいつかう郊抹砧空奴頭の重利コ玖忍んてきたのだろう。そ
雌按をひもといてみると、切淀:i切‘ら瑯廿写るまで、需祁汎宛変え磁fら翌虻枚積民りに味きれてきだこ己〕わかるまさに日常
生活コ暉し忌惹記が、コ涙窃殴蜀成1疋霙醗即立つことlctJぬっ厄
本展示ではそうした切こカポットライトを当て、月突機能り'6-=t(環譴をたどる枕茂貶醗理解力愕う認途画包我意している和こ
拗鰤葱加よ籾たも菰葱「柑酎コだ！
はなむすび
嘩記。威苅び。ききょうもすび。
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平成16年度博物館実習報告
―受講生のレポートから―
一年間の実習総括
1年間の博物館実習を通して
史地02~162 松村祐香
博物館は、私たちにとって、非常に重要かつ必要な場所である。今回、博物館実習で学んだ事
や経験した事から、私は強くそう感じた。博物館と聞くと、どうしても畏まったり、真面目なイ
メージを持つ人が多いように思われる。確かに博物館は、学習し、知識を深めるところであるが、
楽しむ場所でもあり、色々な経験• 発見をする場所でもあるということを、博物館実習を通して
改めて学んだ。博物館は、何度も行けば行くほど、違った楽しみ方ができる。学芸員の視点から
見てみたり、客観的に見てみたり、純粋に展示を楽しんだり、真剣に学習したり、というように、
一つの博物館でも、行くたびに新しい発見と学習を味わうことができる。私自身、まだ何も勉強
していない頃に行った博物館に、実習展と博物館実習の授業を全部終えた後、再び訪れてみたが、
全く違った視点から見るようになっていた。例えば、モノだけを見ていた展示物に対しては、キ
ャプションの内容や書き方、ライトの当て方、床からの高さなど、あらゆる点から展示方法を見
て、さらにそれを楽しいと感じていた。
そこで、私は、キャプションについて興味を持ったので、キャプションに注目して述べてみた
い。博物館において、最も重要な役割を果たしているうちの 1つが、キャプションであると、私
は考えている。博物館実習で、多くの博物館に行く機会に恵まれたが、それぞれの博物館で、展
示物と共にまず目に入るのが、キャプションであった。キャプションは、来館者に展示物を説明
してくれるが、その見た目や内容一つで来館者の気分が変わる。例えば、漢字ばかりで難しい説
明が長々と書かれていたら、少し読む気が失せてしまう。かと言って、あまりに短すぎると展示
物の説明がよくわからないし、簡単すぎても、知っているからと来館者は興味を示さない。これ
が、キャプションの難しいところである。
キャプションは、それぞれの博物館によって特徴を持っており、私が訪れた博物館の中で、特
に印象に残っているのが、東京実習の時に行った横浜にある金沢文庫である。金沢文庫は、人文
系の博物館で、生涯学習・総合学習をテーマに「親しむ博物館」を目標としている。自然史系の
博物館と違い、たいていの展示物に触れることができない人文系の博物館は、いかに来館者に興
味を持たせることができるかが、大切なポイントになると思われる。金沢文庫では、 1つの展示
物につき、キャプションが2種類ついている。これは、どういう事かというと、展示物に関する
1枚のキャプションが上下に分けられており、上半分では動物が主語で説明されており、下半分
ではモノが主語で説明されている。わかりやすい例を挙げると、龍の絵が描かれた壷があったと
すると、上半分には、「僕はこの壷に描かれている龍なんだ。僕は中国の…」というように、展
-33-
示物に描かれている動物が主語となり、口語体で説明されており、非常に読みやすくおもしろい。
また、下半分には、「この壷は漢の時代に作られたもので…」というように、展示物自体が主語
となり、文語体で書かれている。すなわち、上半分は子どもを対象とし、下半分は大人を対象と
している。先ほども述べたように、来館者は自分の知っていることにあまり興味を示さないし、
特に子どもは知っている事の説明文は読まない3 どこの博物館でも、子どもを対象にすると、ど
うしてもわかりやすくということを重視しすぎて、知っている事を書いてしまい、来館者がキャ
プションを読まないという失敗をしてしまうケースが多い。金沢文庫では、その点に十分注意し、
1つの展示物につきキャプションを 2通り作ることによって対象を分け、来館者にとって、どち
らの説明もわかりやすいが、ちゃんと説明を読むように、知らないだろうと思われる内容を書く
といった工夫がなされている。私は思わず、金沢文庫館内全部のキャプションを読んでしまった。
逆に、キャプションを、全く読む気にさせられなかった博物館もあった。その理由は、文字が小
さすぎて読めなかったり、透明のプラスチックケースに入れられているためにライトが反射して
キャプションが見えなかったり、 1つずつの展示物に対しての説明が長すぎたり、というような
状況であったからである。キャプションは、展示される物と同様に、大切な展示物なのである。
以上のことから、実習展では特にキャプションに注意し、文字のフォントや太さを色々変えて
みたり、説明文の長さや書き方を何通りも試してみたり、実際に展示ケースに入れてガラス越し
に眺めてみて、班の全員が納得のできるキャプションを作るように心がけた。来館者の世代層的
に、キャプションだけを真剣に読んであまりモノを見ない人、キャプションを全く読まずにモノ
だけを見る人の、 2通りに分かれやすいという事を聞いたことがあるが、私的には、モノとキャ
プションは 1対のものであると考えているため、理想としては、両方を見る来館者を増やすこと
が目標であると思う。
関西大学の博物館実習は、ほかの大学に比べて質が高いと先生方がよくおっしゃっていたが、
実習が終わった今考えてみると、本当に納得ができる。博物館や教育委員会、研究所など、実際
に現場で専門の仕事をされている先生方が、非常に現実的でわかりやすく、専門的なことを丁寧
に教えてくださるので、すごく勉強になった。また、様々な博物館に見学実習に行き、実際に自
分自身で博物館を体験することによって、多くのことを学んだ。そして、私が 1番充実していた
と思えるのが、実習展である。限られた時間・限られた予算・限られた人数での企画展が、こん
なにも大変なこととは、思いもしなかった。時間を守ることは最低限の当たり前であるが、企画
展においては非常に難しかった。それは、自分の計画性の無さであるので、心から反省したい。
また、限られた金額の中で、展示をより良く見せるための工夫と、図録や資料などの製作費を同
時進行させるのも、大変であった。ただ、人手があることのありがたさは、十分実感できた。実
習展では、学芸員が、いかに大変な仕事であるかを痛感した。それと同時に、アンケートに書か
れた来館者の「もっと知識を深めたいと思った。」という言葉や、「係の人の説明がわかりやすか
った。」という言葉は、自分たちの頑張ったことが伝わった気がして、本当にうれしかった。批
判的な意見もあったが、率直に受け止めて、今後の教訓にしたいと思う。
その他には、礼儀作法をしっかりと学んだ。茶室での作法は、日常生活でそう簡単に学べるも
のではないし、実に貴重な経験ができたと思う。将来、もしお茶室において人と仕事をする機会
があれば、是非生かしていきたい。そのためにも、日ごろから、きちんとした礼儀作法を心がけ
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るようにしたい。また、茶室だけでなく、博物館に対してや、人に対しての礼儀というものも、
十分学べたと思う。そのことを実感したのは、やはり実習展の時であった。尼崎市教育委員会に、
蘇民将来に関する資料をお借りしに行かせて戴いた時、言葉遣いや態度、貴重な考古資料の取り
扱いの方法、お礼状の書き方など、博物館実習で学んだことを最大限に生かして、活用すること
ができたと思っている。さらに、実習展中においても、来館者の方々への対応の仕方など、考え
て行動できたと思う。博物館実習を通して、博物館の学芸員としてだけでなく、社会に出てから
の基本的マナーを学び得ることができたのは、私たちにとって、本当によかったと思う。
博物館実習の授業を受けて、 1番の収穫は、やはり何といっても、博物館を訪れることが楽し
く感じるようになったことであると、私は思っている。今後の課題としては、もっとたくさんの
博物館を来館し、それと同時に、博物館が楽しい場所であるということを、自分以外のもっと多
くの人に知ってもらうことである。博物館実習を受講できて、本当によかったと心から思う。
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博物館実習 1ヶ年の総括
史地02~177 森田浩史
博物館実習を 1年間履修し、多くのことを学ぶことができた。特に印象に残っていることを中
心に触れながら、 1年間の総括を行いたいと思う：：：
第一に学芸員の心構えとして勝部先生にあいさつの仕方を習った。きちんとした頭の下げ方や
声の出し方を教わり、学芸員の世界がいかに「礼の世界」であることを知ることができた。これ
は後に挙げる博物館実習展のところで詳しく触れたいと思う。
次に博物館見学において展示物の観察のみならず、その構成や展示方法、留意している点や工
夫しているところはどこかなど、展示の裏の意図まで考えて見学を行えるようになったことだ。
例えば、大阪歴史博物館での展示だが、私は遺物をどう展示しているのか、特にその照明の調整
に留意しながら見学をした。ここで気が付いたのは照明の光を遺物に直接当てていないというこ
とだった。これは遺物を傷つけたり、傷めたりしないようにするための配慮とともに、直接当て
ないことで見学者がより快適にみるためでもあるということを知った。しかし直接当てないこと
はやはり遺物への配慮という目的が一番で、ある国のある時代の衣服や書物の布のカバーなどが
あったがその脇には「作品保護のため照明を暗くしております。」という注意書きがあった。日
常生活でも太陽の光で本が日焼けして色が白くなるということがあるが、これもそのようなこと
が起こらないようにするための措置だということを学んだ。
その他にも遺物にとても気を遣っているということが数多くうかがえた。例えば、遺物のため
に展示ケースの中の照明は若干落としてあるわけだが、見学フロアの照明はそれ以上に落として
あった。そうすることによって見学者が見やすい状況が生まれるし、なによりいくら展示ケース
の中に気を遣ってみてもフロアが中以上に明るければ、意味が無くなるわけだ。さらに照明に関
しても何種類もの照明器具を使用していた。白い光のものもあれば、ハロゲンランプのようなオ
レンジに近い光のライトもあった。これもそれぞれの遺物によって使い分けていた。そしてフロ
アにはほとんど窓が無く、自然の光というのがほとんど入ってきていなかった。学芸員になるに
当たってはこのような知識も要するのかと思った。そしてその使い分けた光に遺物が映えるよう
に展示ケースに敷くシートのようなものも使い分け、その配慮の深さを思い知らされた。さらに
明るすぎず暗すぎず、ということを知らしめられたのは展示ケースの光の種類、明るさがどうで
あれ、展示品の説明がちゃんと読めるというところに展示の絶妙のバランスというものである。
次に湿度、温度など空調に気を遣っているということである。これはある意味、照明よりも大
切なことではないのかと思った。展示ケースの隅には湿度計と温度計を兼ねたようなものがあり、
展示品の種類によって細かく調節しているのが伺えた。そして展示ケースの中のみを調節するの
ではなく、フロアの空調も寒すぎず暖かすぎずということを心がけていることを知った。
私は初め、学芸員というのは遺物や歴史に関する専門的知識を有し、博物館を見学する人たち
の疑問や質問に答えられるようにすればよいと思っていたが、それだけで十分なのではなく、そ
れとさらに展示、保存、収集、搬送などの知識もなくてはならないということを様々な専門の先
生の講義によって知ることができた。そして常設展でも特別展でも一つの展示内容をまとめるの
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にかなりの試行錯誤が必要で、制約された時間の中でしっかりと考えなければならないことを感
じた。
それに加えて、展示方法のみならず見学者のための配慮というものを学んだ。その中心として
あげられるのがバリアフリーに関することである。それは見学実習で大阪歴史博物館へ行き、そ
こで話を聞いたときに知ったものである。大阪歴史博物館は地下 2階、地上10階からなる博物館
としては珍しい高層ビルの博物館であるが、その構造上 1階から入場し、 1度最上階に上りそこ
から見て 1階ずつ降りていくというものになっている。この博物館は各フロアの両端は配線など
を通すスペースになっているらしくそれが一度上がり、そこから降りてくるというシステムにせ
ざるを得ない原因の 1つらしい。しかし、当然のことながら、エレベーターも完備してあり、床
もきれいなので、車椅子など足の不自由な人達にとって、移動自体はそれほど苦にならないので
はないかと感じた。しかし、それに対して展示の状況は、もう少々改善すべきではと感じた点が
いくつかあった。そのうちの一点として、模型展示のしかたである。難波宮を復原した模型があ
ったのだがこれが少し高い位置にあるのではないかと思った。この模型の利点は一目で全体を見
渡すことで全体のイメージを捉えられるというものであるが、この模型は大きなもので車椅子の
人の視点では一目で見渡せないのである。もちろん模型を小さくすることは出来ないので模型自
体を低く設置するか模型の前に小さなスロープを設けるかすることができると考える。これは国
立民族博物館でとられている工夫で、これがあればさらに見学者のためになると思った。
このような観点から博物館の展示を捉えるということが、後の博物館実習の集大成の一つであ
る博物館実習展につながっていくわけである。実習展では展示のテーマや構成・資料収集・図録
・ポスター作成に至るまで全てのことを一つの班で限られた時間を使い、一週間という短い期間
の特別展を完成させるものであった。この実習展ではそれまで多くの先生や博物館見学で学んだ
成果を存分に出しきることが求められた。
私たちの班では「うちの神さまみぃ一つけた。」というタイトルで、古代より現在まで伝わる
「蘇民将来」についての展示を行った。この展示を完成させるまでに多くのことを試行錯誤した。
特に皆で悩んだのがテーマをどうするかということであった。私たちの班員の構成は複数の学科
からなるものであった。そこで皆が調査や展示に向けての活動を行うのに入りやすいテーマの模
索をした。その中には蘇民将来のことは出ずに、絵巻物であったり、考古学的なものであったり
した。後から振り返って見ると、ここでの時間の使い方というものが少々もったいなかった気も
するが、暗中模索をしていくなかで蘇民将来というテーマを設定するに至った。次に資料収集を
する前段階として、蘇民将来に関する勉強をした。そこで知ったことが、蘇民将来符や茅の輪な
どは長岡京のころから現代に伝わるとても歴史の古いものであり、その信仰に関しては備後の風
土記に見られるほどのものであり、どれほどスケールの大きいものを取り扱うかという具体像が
見えてきた。そこで蘇民将来の歴史を知った上で、その時代的な伝わりを採り上げることを構成
の中心とした。そこで時代を区切り、役割分担し自分の割り振られた時代について掘り下げて勉
強を進め、どのような内容で展示すれば分かりやすく伝わるかといった検討を重ねた。そして次
に資料収集であるが現代のものは祭りのときなどに粽が配られたり、個人で所有しているひとが
いたり、鉾は神社で売っていることから集めるのにもそう時間はかからなかった。しかし時代が
遡れば遡るほど展示できるような資料の数は減っていき、どうしたものかと行き詰まりを感じつ
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つあった。私は長岡京以来伝わっている蘇民将来符の考古資料の集成などを担当していた。考古
学的見地による論文や文献が少なく、情報が多く集められず試行錯誤していた。また、考古遺物
の全てが木製品であることから教育委員会や他の博物館にお借りするという方法は困難ではない
かという結論に至っていた。しかし発掘報告書などから、出土した蘇民将来符については兵庫よ
り西では見つかっていない、また関西圏を中心に出土しているということが判った。そのような
情報から考古学的な立場から、日本全国のどの地域からどれほどの数が出土しているかという情
報を展示の構成の中に加えることにした。しかし、問題が一つ起こった。それは蘇民将来の信仰
に伴う媒体というものはどれもその大きさが小さいということであった。各班に割り振られた展
示ケースは平面の物が二つ、立面の物が二つであった。私たちが展示するものはその大きさから
平面の方にはうまく合うのだが、立面の物の中に入れて見るとぽつんとして寂しいものとなって
しまう。これでは立面の方には展示パネルのみになってしまうかもしれないという危機に陥った。
そこで文化遺産学の森先生に相談したところ、知り合いの教育委員会の方のところへ資料調査に
行けるように紹介してくださり、尼崎市教育委員会を訪ねた。そこでは収蔵庫と共に資料展示室
があり、本物の出土遺物を見せていただくと同時に、展示のエ夫としてレプリカを作るという助
言を頂いた。それらのアドバイスを展示に反映させ、実習展が始まると見学にきたお客さんが私
たちの展示の中でも特に考古スペースのところで注目してくれて、努力の甲斐を感じた。評価に
こられた先生方にも好評を頂き、さらにこうすれば良いという助言も頂き、展示の質が向上して
いくのも感じた。こうして実習展期間の一週間が過ぎ、自分たちの中では講義等で得た知識など
を全て活用し、展示に反映させることが出来たと思っている。さらに実習展終了の後尼崎市教育
委員会を始め、お世話になった方々にお礼を申し上げたが、そこで感じたのが先に挙げた「礼の
世界」ということである。それは信頼関係とも言い換えることの出来るもので、学芸員や博物館
の間では、展示に当たってモノの貸し借りを行うのはごく普通のことである。しかし信頼の置け
ない学芸員には展示物はもとよりその情報でさえも提供したくないというのが共通の考えである。
ではその中でどのように信頼関係を築いていくかということであるが、それは相手に誠心誠意を
尽くすことであると言える。つまりモノを借りるために一生懸命お願いすることは誰にでも出来
ることであるが、借りたあとに真心を込めてお礼を言って初めて相手からの信頼を得られるとこ
ろへ行けるということである。このように何事にも礼を尽くし相手との信頼関係を築き上げ、自
分の展示に反映させることが学芸員の本義であることをこの一年を通して知ることが出来た。こ
れを総括にかえて締めくくりたい。
-38-
博物館実習 1ヶ年の総括
史・地02---26 梅基みどり
博物館実習の 1ヶ年の総括と言うことで、授業を終えて、今、博物館について思うことや考え
ることを書いていきたいと思う。
博物館実習というのは、学芸員の資格を取るための授業であり、授業の中身に関してもそのこ
とを中心に学んできたのだが、実際に自分たちで実習展を企画することにより、それが実になり、
博物館という枠を越え自分たちの生活にも共通点を見出し、「もの」を見る目を養うだけでなく、
展示品や芸術品にかかわらず、日常品などの身の回りに存在する「もの」それ自身についても、
それはどういう価値があり、どのような役割を果たしており、そしてそれに工夫を加えることに
よって、さらに違う価値を持つのではないだろうかなどということを考える、「目」が授業によ
って養われてきたのではないだろうかと感じる。
博物館の見学を通しては、展示物が主体の博物館のイメージが強かったが、博物館とは人が大
きく関わるものだということが分かった。授業中におけるどの先生の話の中にもたびたび出てき
た学芸員同士の付き合いだけではなく、ばっと見るだけでは分からない、その土地に住む人々や、
その土地を利用する人々の気質も関係してくるのだろうことが感じられた。
東京での見学において感じられたのは、多くが物足りないということであった。『住まいのミ
ュージアム』でうかがった「関西はお寺• 神社などの建造物が多く、関西の人はその現物を目に
する機会が多くあるので、レプリカでは物足りなく感じ、関東では逆に少ないためレプリカが多
ぃ」という話も、なるほど、と実感し、また、先に関西の博物館をいろいろと見学することによ
って、部屋のすみずみの空間までいかした展示方法を見てきたため、特に東京国立博物館のよう
に建築物自体にも歴史を感じさせるものがあり、その中も大きな空間を広々と使用していること
にも驚いた。しかしそれ以上に、東京と関西の博物館を較べて感じたのは、見学に来る人たちの
違いである。層が違うというよりも、東京の方が外国人の方をたくさん見かけたような気がする。
それは、東京が首都であるという現実から見ても、日本にきた外国人の方が日本の博物館を訪れ
ようという場合、イギリスならばロンドンの大英博物館を、フランスならばパリのルーブル美術
館を訪れようとするのと同じように、やはり首都東京の東京国立博物館を訪れることになるのだ
ろう。すると、日本人にとって訪れて面白いと感じる博物館とはまた違い、言語的な説明があま
り必要なく、有名な作品が展示されているという、まさしく展示品中心の王道の博物館も必要な
のだということも感じられた。
そしてそれぞれの博物館に見学へ行きながら、いつも気づけば考えていたのは、どうしたらそ
の博物館へ来る人が増えるだろうかということである。実際には観客員数を気にしていたのでは
なく、その博物館の展示への評価をするにあたっての基準に自然となっていただけであり、実際、
その点についてあまり良い考えが浮かんだとはいえない。おそらく、展示品やその配置を工夫す
るのは大切なことだが、それだけではリピーターの方などには結果伝わるとは思うけれども、そ
の成果として新しく博物館へ訪れる人が増えるかといえば疑問になる。ロコミの成果も期待でき
る可能性があるとはいえ、ロコミとは、知り合いから知り合いへ広がっていくという人間のある
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種のネットワークでもあり、「類は友を呼ぶーという言薬もあるように、似た者同士は自然と集
まるという風に、博物館に何らかの関心を持つ人同士へは自ずとロコミは伝わりやすくはなるが、
実際あまり興味を持たない人へは伝わりにくいのではないだろうか。観客員数はそこそこに増え
ても新しいお客が増えたかといえば少し違うこ 1965年にユネスコの成人教育推進委員会において
ポール・ラングランが始めて提唱して以来「生涯学習」という言葉も徐々に広まり、現在では推
奨されているなか、博物館へ来るのが趣味の人や、将来リピーターになる可能性がある子どもだ
けをターゲットにして考えているだけではいけないのではないだろうか。来ない人がなぜ来ない
のかということも視野に入れて、より生涯学習の助けとなるような施設としての一面も考えなけ
ればならないだろう。
そして、その時点で博物館が維持・管理しているコレクションの特徴、または長短を十分に把
握したうえで、新たなコレクション構築も進めていかなければならない。このためには現有コレ
クションの評価・分析が重要になる。最後の見学での伊丹市昆虫館における実習のみによらず、
一年を通して数多くの博物館を、博物館実習の授業の一環として見学することにより、評価や分
析する練習もずいぶん出来たように思える。
また、学芸員の研究にも興味を持った。実習展をするにあたって、大学へはいってはじめて人
と力をあわせて物事を成し遂げた充実感の他にも、特別展や企画展で専門外だとしても自分の研
究を発表する場をもてるという実感だけでなく、研究以外の作業にも思ったより多くの時間を割
り当てなければならないことも実際分かったと思う。しかし、今、博物館においては、指定管理
者制度の導入ということからも企画展をするにあたっての採算性も視野に入れなければならなく
なり、学術評価の高い企画展イコール良い企画案だと結びつかなくなる可能性が高くなってくる
のである。もちろん客を呼び寄せるのにいろいろな可能性を考え、展示テーマも含め思考を凝ら
すことは決して悪いことではない。研究テーマの見る角度を変化させることによって違う視点か
らの人々をひきつける企画展というのは人々に新しい発見を与えることにもなるだろう。しかし、
方向性を間違えれば、博物館はただ客を集めるだけのアミューズメント・パーク化するという可
能性も出てくるのだ。
ただ、私が今、当たり前のように考えているのは、日本の博物館や学芸員についてなのだとい
うことも頭に入れておかなければならないのだろう。
「生涯学習」と共によく使われる言葉が「国際化」である。もちろん世界各国にはそれぞれの
芸術品とともに博物館も数多く存在する。しかし、今も昔も世界中が争いもなく平和だった時期
というのは、一体全体あるのだろうか。それは今現在にも言えることである。
戦争や内戦が始まれば、博物館経営、研究その他さまざまなことが二の次になってしまい、博
物館を訪れる人はほとんどいなくなるだろう。また、誰も訪れないというだけではなく、博物館
そのものが、はたして戦争が終わった後、無事に存在しているのかどうか、そしてその状況の中
では温度・湿度管理を初めとする資料保存も十分にできず、さらにその資料そのものがそのまま
の姿で残っているのかどうか、それさえ定かではなく、おそらくその可能性は低いのだろう。そ
して、資料は運良く助かったとしても、それはその資料に関する詳細な情報に関してもいえるの
である。今、イラクではどうなっているのか。その他内戦は存在しつつも他の事件の陰に隠れ今
では報道されていない地域もあるだろう。その地域の博物館、博物館資料はどうなっているのだ
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ろうか。博物館での保存の目的の第一か、次世代へ資料を出来るだけ劣化しないそのままの状態
で伝えていくことだとすれば、たとえどれだけ精魂込めて保存に気を使っても、例えばそこに原
子爆弾でも落とされようものなら、本当に一瞬のうちにその博物館ごと消え去ってしまうのだ。
2003年7月にユネスコの世界遺産に登録されたアフガニスタンの仏教遺跡である「バーミヤンの
文化的景観と考古学的遺跡」にしても、 2001年3月に巨大な大仏立像が旧タリバン政権によって
ダイナマイトで破壊されたことは記憶に新しい。世界遺産委員会は同時にそれを「危機遺産リス
ト」にも登録し、ユネスコの世界遺産に登録したのも「バーミヤン遺跡（の世界遺産登録）は、
仏像破壊などの極端に非寛容な行為を繰り返させないという国際社会の願いを象徴している」か
らだと登録理由を説明している。古代・中世・近世・近代・現代と時代が移っていくとともに、
人間の活動範囲というものは家族・集落・地域• 国・世界• 宇宙へと広がってきた。それととも
に多くの国で人々は、権利や自由を手に入れることができるようになり、また産業・科学技術の
発達が進み、世の中にば情報があふれかえり、家のなかにいるだけでテレビをつければニュース
が映り、パソコンでは簡単にインターネットを通しで情報が得られるようになった。そのなか、
人間は多くのことをしっかり見て判断し、自分の考えを持つ必要性も出てきている。
世界の情勢を考えると、物事の悩みや問題は小さなことのように感じてしまうこともある。だ
からと言って博物館の資料を展示し守り研究していくことも、また劣らず、むしろ学芸員として
は最大に重要なことであり、おろそかに出来ることではない。破壊的な障害が与えられないにも
かかわらず、先に博物館自体が潰れてしまえばそれこそ意味がなくなってしまう。マクロな視点
でもミクロな視点でも物事を見つめ、それを別々のことだと考えずに理想と現実を結び合わせる
ことが必要なのだ。そしてまた、これらは学芸員に限ることではない。研究の分野においても、
またどんな職業についたとしても、人間が生きていく上で世の中に目を向け、そしてそれを現実
につなげ、物事を判断していくことは必要なことであるだろう。
《参考文献》
西日本新聞社『西日本新聞ワードボックス』
〈http://www.nishinippon.eo.jp/news/wordbox/2003/report/0592.html〉
-41-
博物館実習 1年の総括
2 国01~2 伊地知玲子
1年間、「博物館実習」の授業を受けて、自分が変わったと感じた点は、博物館へ行った時の、
展示の見方が変わったことである。
この授業を受ける前からでも、博物館へ行くこと自体は好きで、個人的によく行っていた。大
阪の国立民族学博物館や、京都の風俗博物館などは何度も行った。だが、どれも、展示品を中心
に見ていて、展示方法を見ることはなかった。博物館のアンケート（展示の感想を訊いたもの）
には結構まめに答えていたが、自分で覚えている限り、「00時代の00が現在にまで残ってい
るなんて驚いた」とか、「体験コーナーが面白かった」といったような、まるっきり来館者の視
点で書いた感想だったと思う。大学1年生の夏、たまたま、吹田市立博物館の「学芸員体験講座」
に参加したことがきっかけで、学芸員の仕事の大変さを、一部だが経験し、同時に学芸員という
仕事に興味を持つようになった。だが、その後でも、展示方法に気をつけて見るということにま
では、頭が回らなかった。
しかし、この授業が始まった時、話の中で、「博物館へ行ったら、その博物館のことをシビア
に見て下さい」という言葉があって、その春から私は、博物館へ行く度に、その博物館のことを
シビアに見ようと努めるようになった。そうなると、鑑定能力がなく展示品の価値が分からない
以上、必然的に展示方法を見るようになった。最初は、「この展示方法は、他の博物館と違って
いて面白い」というような、博物館をいくつか比べてみて、違う点 簡単に言えば、その博物
館独自の並べ方を見つけるようになった。そのうちに、「この並べ方だと、来館者には見づらい」
「この説明だと分かりづらいのでは？」と、だんだんと来館者の視点で、展示を作る側に立ちな
がら見るようになった。そのうちに、「もし私だったら、どう展示するかな…」と考えるように
もなった。
そのように、博物館側に立った視点で展示を見るようになると、展示の中に何気ない工夫を見
つけて有難く思ったり、展示した人達の苦労を、今まで以上に思ったりすることが出来るように
なった。そのため、今までは、あまり興味のない分野・時代の展示の前では、それ程熱心に見て
いなかったのだが、「これもきっと、展示した人は苦労して…」と思うと、展示品は勿論、説明
文の一字一旬まで逃さず見ようとするようになり、これは自分でも良かったと思っている。
その他、博物館実習の授業の中で、自分にとってプラスになったのは、色々な博物館へ行った
ことだ。それまでの私は、歴史系か文学系の博物館あるいは展示にしか、足を運んだことがなか
った。この授業の一環で行った中で、滋賀県立琵琶湖博物館や伊丹市昆虫館などは、個人では絶
対に行かないような場所だったが、実際に行ってみるととても面白かった。また、違う系統の博
物館に行くことで、他とは違った展示方法を見たりして、今までとは違う視点から展示方法を考
えることも出来て、勉強になった。
改めて実習簿を見たり思い出したりしてみると、博物館の展示方法の中で、最も多かった不満
は、「順路が分からず不便」というものだった。展示の流れが掴めないという不便さもあるが、
何より困ったのは、順路が決まっていないため来館者の見方もばらばらで、逆方向から来た来館
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者とぶつかって、その部分の展示が見られなかった、ということが多かったことだ。
次に多かったのは、「（展示品の）説明文の文字が見にくい」という点だった。文字が小さい、
照明の光が反射して文字が見にくい、といった理由である。照明の光が反射していた、という博
物館は2館しかなく、文字が見にくい館の殆どは、説明パネルの置かれた位置が、展示を見る側
から遠かったか、文字自体が小さかったからだった。説明パネルの位置が遠くなったのは、展示
品のすぐ傍に説明パネルを置いて、具体的にどの展示品のことを言っているのかを示そうとした
ためだと思う。しかし、その展示品が、展示場所の奥まった部分に置いてあったため（ケースの
ない所に展示してあり、来館者と展示品を、ロープで隔ててある状態だった）、文字が見にくく
なってしまったようだ。ケースに入れない（サイズが大きくて入らなかったのかもしれない）展
示方法だからこそ生じてしまった問題だろう。
また、この授業の中で色々な博物館を訪ね、そこの学芸員の方々から、色々な話を聞くことも
出来て良かった。そんな中で、印象に残った言葉も沢山ある。
「分かりにくい展示をいかに克服するか」という、大阪くらしの今昔館で聞いた言葉は、本当
に、学芸員の一生の課題だと思う。日本では、博物館は人が少ないというイメージがあるが、ヨ
ーロッパでは、博物館に行くと人が多いという。これはもしかしたら、日本人には、博物館＝難
しそう、面白くなさそう、というイメージが強いのではないだろうか。だが、最近の博物館は、
「一方的に見せる」展示から「体験出来る」展示へと変わりつつあり、体験コーナーも増えてい
るので、博物館内で、体験を楽しむ来館者達の笑い声を聞くことも多くなった。ただし、体験コ
ーナーといっても、来館者が楽しめるかどうかは、そのコーナー担当の学芸員にかかっているよ
うである。積極的に、「00時代の衣裳を着てみませんか～？」「00を触ってみませんか～？」
と呼びかける学芸員の場合は、来館者も「何かここでやっているようだ」と目をとめ、寄って行
きやすい。逆に、呼びかけも何もせず、ただそこに座って（あるいは立って）、来館者が寄って
来るのを待っているだけの学芸員だと、来館者としても、近寄りづらい。国立民族学博物館の特
別展「アラビアンナイト大博覧会」に行った時、衣裳の試着体験コーナーがあったので寄ってみ
たら、衣裳を着せ終わった後、「カメラお持ちですか？」と訊いてくれて、写真を撮ってくれた。
来館者が、この展示に来たことで、良い思い出を作ることが出来るように配慮してくれている気
がして、嬉しかったのを覚えている。このことで、私は、「どんなに展示の内容が良くても、接
した学芸員の態度によって、来館者にとっては良くも悪くもなるんだ」ということを実感した。
私は、学芸員とは、展示品と来館者の仲介役だと思っている。展示ケースの中に入っていなけ
れば、只のガラクタになってしまう資料達について研究し、価値を実証する、資料――展示品に
とっては、自分を表舞台に立たせてくれる存在。一方、来館者にとっては、資料 展示品につ
いて知り近づくための案内人。他の仕事でいえば、通訳が一番近いかもしれない。通訳は、自分
が一番重要な役であるにもかかわらず、自分は決して主役にならないようにする。学芸員もそう
だろう。展示を作る上で力を注ぐのは、あくまでも来館者に展示品を見て知って貰うためであっ
て、自分の知識を見せつけるためではない。残念ながら、私が行った博物館の中で、来館者に延々
と、自分の持っている知識を披露し続けていた学芸員（と私は思ったのだが、違うかもしれない）
もいた。が、延々と来館者に話してしまうのはやはり、展示ボランティアの人達に多いようだ。
展示ボランティアは、展示品について解説したり、体験コーナーでの手助けをするケースが多
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く、最近の博物館ではよく見かける。ボランティアだから給料はいらず、予算の都合上、便利な
のか、あるいは、博物館を地元の住民と作っていこうという姿勢を取る所が増えてきたのか。だ
が、ボランティアの人達は素人なので、学芸員が常にフォローしなければならない。
ボランティアの良さは、やりたい者がする、つまり、本当に博物館や歴史などが好きな人がす
る、ということにある。そのため、大阪くらしの今昔館で感じたのだが、展示説明の人が、気さ
くに、まるで世間話をしているような感覚で、色々と教えてくれる。だから、来館者も気楽に色々
と尋ねることが出来る。ポランティアであれば、学芸員とは違い、来館者の立場により近いとい
う気安さもある。その一方で、来館者が「この人の言っていることは、本当に合っているのだろ
うか」「この人はプロの学芸員じゃないから、説明が全部合っているとは限らない」と、素直に
信じられないこともある。既に述べた、来館者の気持ちそっちのけで、延々と説明するポランテ
ィアも出てくるだろう。今後、こういった問題もふまえて、ボランティアの人達とどううまくつ
き合っていくかが課題となる。それと、ボランティアには年配者が多いイメージがあるが、なる
べく色々な世代の人々にして貰って、色々な世代の意見を取り入れる必要がある。
色々な博物館へ行く一方、この授業では、実際の展示実習もして、色々と勉強になった。グル
ープ内で、展示班と図録班に分け、それぞれの作業に専念したが、互いの班がどういう方向で動
いているかも見ながら、自分達も作業しなければならなかった。そんな中で何度もぶつかった問
題は、現実による計画の変更だった。「こういう方向で展示をしたいけど、スペースの確保が難
しい」「この方面のことを調べたいのに、資料が足りない」そして、「これもしたいけど、時間が
ない」と諦めたことも多く、実習展が始まるまで、常に、限られた状況の中でどれだけのことが
出来るか、という闘いだった。これはきっと、学生だからではなく、学芸員になってもぶつかる
問題だと思う。そうなった時、限られた状況の中で最多のことが出来るよう、工夫をこらせる訓
練を、日頃からしておきたい。
また私は最近、博物館だけでなく、図書館、本屋、スーパーマーケットなどでの、ものの並べ
方を、気をつけて見るようになった。それぞれ、置いているものが輝くよう、工夫がしてあるの
で面白い。このように、分野にこだわらず参考にさせて頂くことも大事だと思うし、学べるもの
からは何でも学ぼう、という姿勢が、めでた＜学芸員になった時、人を惹きつける展示を作ろう
とする上で役に立つのではないかと思っている。ところで、博物館について、回りの人達がよく
言っている不満に、「開館が17時までの博物館が多いが、もっと長く開けられないか。バイトで
も雇えば出来るのでは…」というものがあった。今後、博物館の課題となるだろう。
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博物館実習 1ヵ年の総括
文履04---16 神田 恵
私はそれまで通っていた大学を2004年4月に卒業した後、科目履修生という形で関西大学に入
学し、博物館学実習を受講した。当初は以前の大学で履修し損ねた単位をとるため、という単純
な理由で始めた実習だが、以前の大学とは違い、この授業がこれほど専門的で多岐にわたった内
容であること、そして何より実践的な実習であることは、全く予想していなかった。
この実習では、学芸員の仕事の面白さ、厳しさなど、様々なことを学んだ。特に一番印象に残
っているのは、資料の取り扱いについての授業である。自分にとっては、これが博物館実習の原
点であったように思う。実習では、昔の絵巻物のレプリカ・古墳時代の本物の土器や土偶など、
様々な資料に触れる機会があったが、それらを壊さず• 落とさずに運ぶことにここまで気を配り、
真剣に考えながら物を運んだことなど全く無かったので、資料に対する自分の無神経さや、普段
の生活のがさつさを痛感した。学芸員は資料扱いのプロでなければならないが、そうなるために
は、資料に対する十分な知識や経験、愛情が必要であることを改めて実感した。しかし逆に言え
ば、本物に触れることができるという醍醐味は、資料に対する愛情やその価値を十分に理解して
いるからこそ味わえるものなのだ、ということに気づくことができた。
しかし、そのような資料への愛情や大切さを、自己満足のレベルではなく、観覧者という第三
者に伝える立場となると、話はまた違ってくる。様々な博物館の見学実習において、また授業中
（特にインタープリテーションの授業）に、いかに観覧者の興味を引くか、また展示資料の価値、
伝えたいテーマをどのように相手に伝えるかが、本当に難しいことを知らされた。観覧者のタイ
プによって求める情報、物事に対する先入観とそれに伴って生じる理解力の差があることも、今
まで気づかなかった盲点であった。個々の人を相手にする学芸員にとってインタープリテーショ
ンを考えることが本当に大切であることを実感した。特に観覧者が、物事への興味を芽生えさせ
るきっかけが必要だと思われる子供を対象としている時には、良いインタープリテーションを考
えることは非常に大切なことだと思う。現在博物館は、これからの情報化社会や生涯学習社会に
対応して、情報ネットワークの構築や文化的、科学的情報の発信拠点となるように変革が求めら
れている。今もこれからも学芸員は「学習の場としての博物館」をどのように作るかを考えなけ
ればならない。これは、特に観覧者が子供を対象としている時に生じる課題だろう。さらに、博
物館が学習の場であるためには、社会のルール同様、美術館・博物館でのルールも身に付けられ
るようなインタープリテーションを考えていくべきだと思う。資料に興味を持つことで、資料や
歴史を大切に思う心、そして欲を言えば、それを扱う場所である博物館を大切に思う心も、子供
たちの中に芽生えてほしいと願う。
加えて、展示物を媒介にした博物館サイドと来館者との意思疎通の重要性を強く感じた。展示
物には個々に意味があるはずである。しかし一般の来館者がそこまで理解するのは、主観を越え
る問題でもあり、なかなか難しいことである。それでも、見学実習や授業で、どう工夫すれば展
示物の意味を来館者にわかってもらえるか、展示方法など細かく考えている学芸員の方達の姿を
目にし、学芸員の仕事の奥の深さを感じることが少なくなかった。
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また、今回の授業の中で、様々な博物館の見学に行くことができた。これまでは、ただ興味が
ある内容の展示を見るために博物館に行き、観たいものを見て、面白かった・つまらなかったと
いうことだけを友達と話すだけだった。しかし見学実習という形で博物館に行くと、自分が普段
は興味を示さないものを扱う博物館に行き、何故これが博物館に飾られる価値があるのか、と首
をひねりたくなるような時も多々あった。しかし学芸員であるからには、何気なく見過ごしてし
まう絵柄・形・傷・しみなど、資料が持つ全てに歴史の深さや特徴が表れていることに気づかな
ければならない。これまでの博物館観賞では、眼には映っているが、特徴として認知できていな
い点が多く残されていることに気づいた。
見学実習で自分の中で一番変化したと思えることは、展示を見る姿勢である。見学実習の間は、
自分なりに展示を客観的に見て、改善点を指摘し、批判をするよう努めてきた。しかし、いざ自
分が学芸員の立場に立たされたとき、それまでできていたと思っていた「客観的な批判」が、本
当に妥当な評価であっただろうか、と考えるようになった。やはりこれは、資料の取り扱い方法、
資料の借り受け、展示の工夫をする時に考えなければならないことの多さを、授業で学んで実感
してきたからだろう。しかしそうはいっても、今まで「客観的な批判」をしてきた自分の意見は、
たとえその他大勢の中の一人ではあるが、一観覧者の考えそのものであることに違いはないと思
う。学芸員としての視点も学んだ自分が再び観覧者に戻った時、これからしなければならないこ
とは、まず学芸員に要求したいと思ったことをもう一度反靱し、それから学芸員としての「もう
一人の自分」の意見と照らし合わせて考え直すことではないかと感じた。
また、ひとつの展示資料を前にしても、人によって見方も感想もそれぞれ異なるのと同じで、
ミュージアムを訪れる動機も人それぞれだろう。日本全国には、美術品や古代の発掘物の展示な
どといったオーソドックスな博物館から、寄生虫の標本のみを展示する一風変わった博物館まで、
という風に非常に種類が豊富なので、私のようにその資料の価値が分からない観覧者も少なくな
いだろう。しかし博物館を訪れるやはり最も大きな目的のひとつは「知らない泄界を覗く」こと
ではないだろうか。ただし、実物を見るだけではその世界を覗いたことにはならない。そのもの
の歴史• 特異性・情報を理解してはじめて、観覧者は未知の世界に触れることができる。これを
介助するのが、「展示資料と観覧者との橋渡し」をする学芸員である、と考えている。未知の領
域に入ることの喜びを博物館が教えることができれば、それはすばらしいことではないだろうか。
ところで、博物館実習の最大のイベントであった実習展では、私たちの班は「関大前の歴史」
という形のない資料を発表した。展示発表のため、班のみんなが昔から経営されている関大前通
りの店の方や卒業生の方にインタビューをした。このように「モノ」でないもの一「歴史」を展
示するという作業は、それまでの学芸員の仕事に対するイメージと全く違ったものであった。し
かし、授業で繰り返し教えられてきた「社会の中での博物館の役割」のことを考えると、このよ
うな作業こそ博物館学芸員の役割ではないかとも感じた。私達の班がまとめた発表が、関大前の
歴史を伝えていく助けとなれたなら、この発表はまさしく学芸員としての大きな役割を果たした
成果と言えるのではないだろうか。
ただ、思い直してみると、私自身が今回の展示発表で何か積極的な貢献ができたのかどうかと
いうと、はなはだ心もとない。むしろ、皆と一緒に学ばせてもらったというのが正直なところだ
った。例えば展示発表の準備でも、自分は横で資料の情報を教えてもらうだけで、展示技術・情
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報収集についても、一部の指導的に計画を進めてくれる院生や、専門的な学部の方々にまかせっ
きりで、自分は自分にできるような、展示の準備、冊子作りなどの作業で精一杯だった。また、
私達の班は、五月の段階でもうテーマを絞るための話し合いが始められていたが、結局は最後に
ばたばたして展示計画を練り直すことが何度もあった。これは、おそらく指導的な立場で計画を
進めていく人たちのサイドで、計画性を持って準備を進めていかなければならなかった自分の責
任でもあると思う。チームワークと協力行動の大切さを、痛切に実感した実習展であった。
この一年間の間、授業・展示発表・見学実習では、多岐にわたる学部の方、専門的な知識が豊
富な院生の方、私と同じような履修生の方など、様々な経歴の人たちと出会い、親しくお話させ
て頂いた。中には、少し年配の方や、既に社会に出て就職している方もおられた。歴史・考古や
美術に対する関心というのは、年を取っても社会に出ても尽きることがないのだと改めて思い、
そんな方々と出会えたのを嬉しく思うと同時に、安心もした。ここで実習を共にした皆さんの一
人でも多くが学芸員になってほしいと思うが、現実には、卒業後は、学芸員になる人、大学に残
りさらに自分の専門を追及する人、学芸員とは全く別の職種に就く人と、進路は様々だと聞いて
いる。しかし、たとえ博物館勤務が実現しなくても、実習が社会人になるための職場体験という
視点に立って、さまざまな仕事に生かすことができると思う。実際に学芸員という仕事の現場を
のぞいてみても、予想外に仕事が多岐にわたっている。そして自分も、今後博物館の理解者、協
力者として様々な形で博物館活動に携わっていけたならば、この実習が意味あるものだった、と
感じられるのだろう。
また、近年の情報化社会の発達により、各地の博物館の緊密な情報交換・インターネットを媒
介とした手軽な学習が可能となった。このことは喜ばしいことではあるが、逆に言えば、博物館
のあり方に更なる発展が求められる社会になった、ということである。回線を繋ぎ、パソコンを
起動させるだけで、我々は世界中の情報一インターネットサイトを覗くことができる。いわば、
これもひとつの情報を資料として扱う博物館である。これからの博物館は、情報ネットワークを
駆使した、ー地域の情報のみを扱うにとどまらない、世界規模の博物館になるだろう。そうなれ
ば、インターネットなどを介して世界中からの観覧者からアクセスを受けるだろう。その時学芸
員には、洪水のように散らばる世界中の資料情報を管理する能力が要求されるのはもちろん、情
報を取捨選択するための判断力、一方だけに固定された価値観や見方を持つ人々へ如何に情報を
伝えるかを工夫する能力も今まで以上に必要となってくるだろう。最近では学芸員の空きがなく、
資格を取ってもあぶれてしまう人が多いと聞く。しかし、これからの社会にこそ、多くの学芸員
ゃ、それに似た技術と意欲を持って取り組む職種が必要になると、私は考える。
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博物館実習 1ヶ年の総括
02D~2701 岡本訓明
l . はじめに
博物館実習の内容は、授業（講義、実習） ・見学実習・実習展の 3つに大きく分けることがで
きる。以下、授業・見学実習・実習展の内容などについて概観した上で、これらを通して自分が
得ることができた成果などについて述べていく。そして、最後に関西大学博物館実習の現状と課
題について述べることにする。
2. 授業（講義、実習）の内容について
実習展までの授業の内容は資料の取り扱いや保存に関する講義と、実際に資料に触り、梱包を
する実習に大きく分けることができる。実習展後は主に博物館や学芸員の在り方についての講義
であった。
まず、資料の取り扱いや保存に関する解説では、資料に触る前には必ず手を洗うことや爪を切
ること、腕時計や指輪などをはずすこと、筆記用具は必ず鉛筆を使用すること、また資料を置い
たり、梱包したりする場合、必ず広い場所で資料が安定して置くことができる場所で行なうこと
などについて徹底するように指導を受けた。
つまり、資料を破損・汚損しないために、あらゆる危険性を自分自身や資料の周辺から排除す
ることが、資料を扱うことや、さらには資料を保存していく上でも必要不可欠なことであるとい
える。以上のようなことは、一見、資料を破損・汚損しないようにするためには当たり前なこと
と思われ、また我々の日常生活にも通ずることもあるわけだが、実際には見落としがちな気遣い
であろう。
次に、実際に資料に触り、梱包をする実習についてであるが、博物館実習では授業や実習展に
おいて様々な資料に触れる機会があった。上記のような徹底した指導を受けたおかげで、資料の
触る前には、資料の周辺、自分の身の回りのことなどを再確認して、可能な限り万全の状態で資
料に接する意識が芽生えてきた。また日常生活においても、物を置く場所、置き方などについて
も非常に敏感になったことは博物館実習の成果の一つといえる。最終回の授業で小島先生が「普
段の生活の中でも物を触ることに対する意識が変わり、物を壊さなくなった。」とおっしゃって
おられたことが大変よくわかった。
また、茶室での作法の実習は、和室での作法、礼儀そして資料を取り扱う時の心構えなどにつ
いて指導を受けた。これは単に資料を壊さないように取り扱うことができるということだけでな
く、相手に失礼の無いように振る舞い、資料を観賞し、取り扱うことができることが必要である
ということでもあり、たとえ学芸員にならなくとも、是非とも身に付けておくべきことでもあり、
貴重な授業であった。
そして、博物館や学芸員の在り方については、非常に難しい問題であり、なかなかその答えは
見出せないのが現状であろう。実際に授業の中で先生方が様々な提言をしておられ、肯くことが
できるものは多かったわけだが、いずれも、近年の予算面での博物館に対する圧力がそのような
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提言を不可能なものにしているともいえる。
また、公立の博物館の展示や図録のデザイン・作成を民間企業に委託する動きもある。展示の
方法、展示物の見せ方、図録のデザインなどについて様々なノウハウを持つ民間企業に習う部分
も当然ある。しかし学芸員は博物館が行うべき「資料の収集・整理」、「普及教育活動」、「展示」、
「調査・研究活動」をないがしろしてはいけない。学芸員は研究者なのであるから、資料に関す
る情報は学芸員が最もよく知っておくべきであるし、また展示をすることは論文を書くことと同
じことでもあるといえる。
つまり、どのような展示をするにあたっても、その位置づけが必要であることは当然で、論文
においても「何を」、「どのような視点・方法・資料を使って」、「何を明らかにするか」という枠
組みが必要なように、展示もそのような枠組みを作った上で行うべきである。そして、それがは
っきりしていれば、展示を見る側も理解しやすいであろう。
そして、展示の方法、展示物の見せ方についても、学芸員が自ら勉強していく課題であろう。
つまり学芸員が、現在民間企業が行っている展示のノウハウを身に付けることによって、学芸員
の在り方もはっきりしてくるといえる。
また、普及教育活動についても、学芸員は単に資料のことに精通しているだけでなく、それを
いかにして伝えるかということも必要であり、またインタープリテーションの授業でもあったよ
うに、その博物館自体の存在意義までも説明する必要もある。そして「相手が誰か？」というこ
とを前提に考え、単に説明を棒読みするだけではいけない。つまり、ある部分においてエンター
テイナー的な側面も必要であろう。
そして、図録に関しては学芸員が作ると内容重視で、あまりデザインを重視しない傾向にある
わけだが、内容を重視するのは当然のことであり、学術雑誌と同じ扱いを受けるべきであるので、
デザインだけが良くて内容の伴わない図録は価値が無い。つまり、内容を重視した学術雑誌的な
図録と、デザインを重視した読み物的な図録を作成し、後者を民間に委託すれば良いといえる。
ただし、予算が削減されている中でそのようなことは難しいのが現実であろうから、デザイン＋
充実した内容の図録を作るべきであろう。つまり学芸員の仕事として、デザインの勉強も必要で
あろう。
以上のことから、これからの学芸員は、研究職、教育職であると同時に、デザイナー、エンタ
ーテイナーという側面も必要になってくるであろう。
3. 見学実習について
見学実習は、希望者のみのものも含めると表1のような日程で行われた。
まず 9 月 9 日 ~g 月 11 日の東京の見学実習では計 9 館見学した。東京国立博物館、江戸東京博
物館、国立科学博物館は、それぞれ2時間ほどの見学時間が設定されていたわけだが、やはり時
間が短かったのが正直な感想である。各班で設定したコースを回るために、見学を途中で切り上
げる必要があり、また再び来館することも困難なので、この 3館をもう少しじっくり見学できる
ように日程や時間を組んでいただきたかった。
そして東京国立博物館、江戸東京博物館、国立科学博物館以外は、班の実習展のテーマを踏ま
えて決めたものであるが、後述するように、実習展のテーマが「枕の歴史」であったので、枕が
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表1 見学実習のH程および見学場所
日程 見学場所
5月9日 大阪城天守閣 大阪歴史博物館
6月20日 大阪市立住まいミュージアム 藤枝表具工房
7月30日 元興寺文化財研究所 京都科学
9月2日
姫路城 兵庫県立歴史博物館
姫路市立美術館
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------
9月3日 滋賀県立琵琶湖博物館
9月9日
東京国立博物館 逓信総合博物館
物流史料館
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------
9月10日
江戸東京博物館 文京ふるさと歴史館
新宿歴史博物館 昧ロフテー快眠スタジオ
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------
9月11日 国立科学博物館 台東区立下町風俗資料館
10月17日 大阪市立科学館 大阪市立自然史博物館
12月5日 伊丹市昆虫館
※6月20日、 7月30日は希望者のみ。
展示されている博物館もしくは展示されていると思われる博物館を探し、コースを設定した。な
かでも、逓信総合博物館では事前に申請書類を提出して「飛脚枕」を特別に閲覧することができ、
また資料に直接触れることもでき、非常に貴重な経験をすることができた。
また（株ロフテー快眠スタジオでは、事前に電話連絡をして予約し、枕の歴史や現在の枕の事業
などについて様々なことをご教示いただいた。ちなみに味ロフテーは主に枕を取り扱う寝具メー
カーであり、全国の百貨店に「枕工房」がある。そして（株ロフテー快眠スタジオは枕を中心に眠
りについて研究を行っている。様々なご教示をいただいたおかげで、枕についての知識をさらに
深めることができたわけであるが、枕の歴史については、事前に我々が勉強して既に知っていた
こともかなりあったわけで、これは枕の歴史について、資料の残存度が低いために研究があまり
進展していないことによるものといえる。
このように東京の見学実習では直に資料に触れる機会もあり、様々な枕を見ることができたこ
とで、枕についての知識もより一層深めることができた。
ただし、見学計画書の提出が8月5日までであったわけだが、提出期限の頃には実習展のテー
マが具体的に決定していなかった（後述するように決定したのは 8月下旬）。そのため東京実習
の直前に見学する博物館を変更するなど、かなりあわただしかったので、やはり展示テーマは早
い段階で決定しておくべきであった。
そして、近郊での見学実習については、様々な分野の博物館を見学することができた。特に自
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然科学系の博物館の学芸員の方のお話を聞くことはあまりないので、非常に良い経験となった。
ただし、いずれの見学でも、場所に関係なく集合時間が開館時間に合わせて、午前 9時45分と
いうものがほとんどであった。学生の居住地によっては時間的にかなり厳しいところもあったと
思われる。特に 9月2日の姫路での見学は、交通の便は良いとはいえ、やはり時間を考慮してい
ただきたかった。
そして、本来 9月25日に予定されていた大阪市立科学館、大阪市立自然史博物館が都合により
10月17日に変更になった。しかし実習展の準備で忙しい時期でもあり、余裕を持って見学するこ
とができなかったので、後期は実習展が終わるまではできるだけ見学実習を行わないほうが良い
といえる。
希望者のみの見学実習については、非常に内容が充実していた。まず、藤枝表具工房では裏打
ちの方法についての見学および実習であったわけだが、実際に体験することもでき、貴重な経験
ができた。
元興寺文化財研究所、京都科学では、資料の保存の最先端の技術を見学することができた。京
都科学では複製品の作り方を見学させていただいたわけだが、特に銅鐸の色付けは手作業である
にもかかわらず、本物と全く同じものができており大変驚きであった。
以上のように、多少、見学時間に無理があるものもあったが、見学した施設については非常に
バラエティーに富んでおり、様々な分野の勉強をすることができた。
4. 実習展について
まず、前述のように実習展の展示テーマ「枕の歴史」が決定したのは 8月下旬であった。東京
実習の見学の計画書の提出が8月5日で、実習展のテーマを踏まえて見学場所を決めることにな
っていたので、展示テーマが決定した時期は遅かったといわざるを得ない。
次に展示に向けての打ち合わせであるが、 8月下旬から毎週 1回（多い時は 2回）行なってき
た。しかし、打ち合わせの中で、展示の構想はいくらでも浮かぶわけだが、展示資料をどこから
借用するかが常に問題であった。特に近世において使用されていた箱枕など、比較的古いものが
どこに所蔵されているのかを探す必要があった。
そこで、班員で分担して、近郊にある博物館に電話やメールで、枕が所蔵されているかを問い
合わせることにした。そして京都文化博物館において「江馬コレクション」として、様々な枕が
40点ほど所蔵されていることがわかり、閲覧申請を行ない、閲覧し、実際に資料に触れることも
できた。そこでさらに資料の借用もお願いしたわけであるが、博物館実習の方針として、資料借
用は個人の名前で借用することになっていたことが蹟く原因となった。つまり京都文化博物館な
どのような「公」の博物館の資料は「公」のものであり、博物館同士（例えば京都文化博物館と
関西大学博物館）の貸し借りなら応じるが、博物館が個人に資料を貸すことはできないというこ
とであった。ここでまた振り出しに戻ってしまったわけである。
そして寝具メーカー、寝具組合などで所蔵されているかというところに着目し、商工会議所な
どに問い合わせたが満足のいく回答は得られなかった。
現在は、箱枕のほとんどは髪を結う舞妓が使用しているということから、「京都」という場所
に着目し、お茶屋組合などにも問い合わせたが、ここでも良い結果は得られなかった。
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結果的には、京都の骨董屋街で骨董屋を一軒ずつ回って探し、ようやく資料の借用先が決定し
た。このように、資料の借用先に関しては、様々な知識、経験、勘を頼りに探し出したわけだが、
これも非常に良い勉強になった。
そして、借用する際には、授業で教わったことが非常に役立った。特に資料の梱冦は非常に緊
張したわけだが、授業で「なぜこのように梱包するのか。」ということを論理的に説明していた
だいたおかげで、特に混乱もなく借用することができた（実際には、梱包に少し時間がかかり、
先方に迷惑をかけてしまったが）。
次に展示作業であるが、ここでも資料の取り扱いの授業において、徹底した指導を受けたおか
げで、資料の置き方や持ち方などに対して非常に慎重かつ敏感になり、資料を破損・汚損するこ
とはなかった。
ただし、展示作業において、どのような配置にするかということにばかり気を取られ、実習展
の講評で指摘を受けたように、展示の大項目のパネルを作らなかったことが失敗であった。見学
実習において、様々な博物館の展示を見て、勉強してきたつもりであったが、大事なところを見
落としていたことは反省すべき点であった。
図録の作成については、パソコンやスキャナーやプリンターなどの設備を博物館事務室のほう
で、もう少し手配していただきたかった（学内のどこにどのような設備があるかなど）。また、
先生方に配布する図録はカラー印刷であったが、来館者に配布する図録が予算の都合上、白黒印
刷になってしまったのは、非常に残念であった。これからは来館者に対してもカラー印刷のもの
を配布できるように、設備などを整えていただきたい。
結果的には、全体として「枕の歴史」は好評をいただき、苦労して資料を借用してきたことが
多少は報われたと思っている。
そして、実習展において実際に自分で展示作業を行なったことで、 t専物館に見学に行った際に
は、展示資料の置き方、展示の仕方などにも目が行くようになった。
博物館実習においては、実習展が最も苦労したわけであるが、班で一つのものを作り上げてい
くために、議論を交わした日々は非常に充実していた。
5. おわりに
最後に、博物館実習の現状と課題を記して本稿の締めくくりとしたい。
まず、授業の内容、見学実習の見学施設については大変充実しており、様々な勉強ができるこ
とは非常に素晴らしいといえる。ただ、今年度の場合、実習展の直前に見学実習を行なったこと
は時期的に良くなかったことが課題であろう。また実習展は、それ自体が非常に充実したもので
あり、他大学の博物館実習では経験できないことなので大変良いといえる。ただし、パソコンな
どの設備を充実させるか、もう少し使いやすいようにしていくことが課題であろう。
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